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最
低
賃
金
の
全
国
一
律
制
度
と
大
幅
引
き
上
げ
を

い
ま
す
ぐ
時
給
１
０
０
０
円
以
上
の
実
現
に
！

　 

５
月
２
３
日
、
高
知
県
労
連
は
、
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度
の
創
設
と
最
低

賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
、
高
知
労
働
局
前
で
集
会
を
行
い
、
労
働
局
へ
要

請
を
行
い
ま
し
た
。
要
請
行
動
に
は
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ
、
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｖ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
報
道

機
関
も
取
材
に
訪
れ
、
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

５
月
３
１
日
、
衆
議
院
で

「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」

の
採
決
が
強
行
さ
れ
た
。

政
府
は
、
裁
量
労
働
制
で

高松での集会の様子

あ
ま
り
に
も
低
過
ぎ
る
最
低
賃
金

　
局
交
渉
で
は
、
最
初
に
県
労
連
が
指

摘
し
た
の
は
、
現
行
の
最
低
賃
金
額
が

あ
ま
り
に
も
低
過
ぎ
る
点
で
す
。
最
高

額
で
あ
る
時
給
９
５
８
円
の
東
京
都
で
す

ら
、
月
の
平
均
所
定
労
働
時
間
の
１
７

３
・８
時
間
働
い
て
も
、「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
」
の
年
間
２
０
０
万
円
に
届
き
ま
せ

ん
。
時
給
７
３
７
円
の
高
知
県
で
は
１
５

０
万
円
程
度
に
し
か
な
ら
ず
、
こ
れ
で

は
憲
法
２
５
条
に
あ
る
「
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
保
障
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
最
低
生
計
費
調
査
で
も
、

月
収
２
３
万
円
、
年
収
２
７
６
万
円
程

度
は
必
要
と
す
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

格
差
拡
大
を
助
長
す
る

　
２
つ
目
に
、
各
都
道
府
県
で
決
ま
る
最

低
賃
金
の
格
差
が
大
き
い
点
で
す
。
現

在
、
東
京
都
と
高
知
県
で
は
、
時
間
給

で
２
２
１
円
も
の
差
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
年
間
で
４
６
万
円
と
い

う
大
き
な
格
差
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
の
引
き
上
げ
目
安

は
、
格
差
を
拡
大
す
る
よ
う
な
答
申
を

中央郵便局前での様子

行
っ
て
お
り
、
最
低
賃
金
本
来
の
低
い

賃
金
を
底
上
げ
す
る
役
割
と
逆
行
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
是
正
す
る

た
め
に
全
国
一
律
１
０
０
０
円
以
上
の
最

低
賃
金
制
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

地
域
経
済
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る

　
３
つ
目
に
は
、
あ
ま
り
に
も
低
い
最
低

賃
金
が
労
働
者
の
消
費
購
買
力
を
抑
制

し
て
い
る
点
と
若
者
の
県
外
流
出
を
促
し

て
い
る
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

企
業
支
援
と
法
整
備
が
必
要

　
こ
の
間
、
県
労
連
は
地
域
の
ス
ー
パ
ー

や
清
掃
関
係
の
企
業
と
懇
談
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
地
域
企
業
の
経
営
者
は
、

「
出
来
れ
ば
高
い
給
料
を
払
い
た
い
」
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の
最
低
賃

金
の
上
昇
に
つ
い
て
も
、
反
対
の
立
場
で

は
な
く
、
企
業
努
力
で
な
ん
と
か
乗
り

切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
方
中
小
企
業
の
努
力
に

も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
必
要
な
の

は
、
最
低
賃
金
の
上
昇
分
に
よ
る
企
業

負
担
を
、
社
会
保
険
料
や
税
の
減
免

な
ど
と
い
っ
た
国
の
支
援
に
よ
っ
て
抑
え

る
こ
で
す
。
そ
し
て
、
下
請
法
な
ど
を

改
正
し
、
賃
金
上
昇
分
を
価
格
転
嫁

で
き
る
制
度
作
り
が
必
要
で
す
。

補
助
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

　
現
在
、
国
が
行
っ
て
い
る
最
低
賃
金
引

き
上
げ
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、「
生

産
性
向
上
」
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
企
業
と
し
て
は
使
い
に

く
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
生
産

性
の
向
上
は
、
機
器
の
導
入
で
は
な

く
、
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
り
た
い

と
い
う
の
が
企
業
の
本
音
で
す
。

　
現
行
の「
賃
上
げ
・生
産
性
向
上
」
を

切
り
離
し
、
社
会
保
険
料
の
減
免
や

労
働
者
の
賃
金
、
労
働
条
件
向
上
への

直
接
支
援
が
必
要
で
す
。

　
県
労
連
は
、
様
々
な
問
題
が
あ
る
現

行
の
最
低
賃
金
制
度
に
対
し
、
自
治
体

への
陳
情
も
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
労
連

と
も
連
帯
し
、
地
域
か
ら
声
を
あ
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

の
不
適
切
な
デ
ー
タ
比
較
や
異
常
値
な

ど
が
発
覚
し
て
も
、
本
丸
の
働
き
方
改

革
関
連
法
案
自
体
の
取
り
下
げ
は
し
な

か
っ
た
▲
政
府
が
狙
う
の
は
、
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
労
働
制
（以
下
高
プ
ロ
）の

成
立
で
あ
る
。
残
業
の
概
念
を
取
り
払

う
制
度
で
、「
過
労
死
推
進
法
」や「
残

業
代
ゼ
ロ
法
案
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
年
収
１
０
７
５
万
円
以
上
の

労
働
者
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
私
た

ち
一
般
庶
民
に
は
関
係
が
な
い
よ
う
に

思
え
る
。
し
か
し
経
団
連
は
、
こ
の
年

収
条
件
を
４
０
０
万
円
ま
で
引
き
下
げ

た
い
と
し
て
い
る
。
政
府
は
、
年
収
条
件

を
入
れ
る
こ
と
で
国
民
を
分
断
し
、
法

案
が
通
っ
て
し
ま
え
ば
条
件
を
引
き
下

げ
て
い
く
構
え
だ
▲
１
９
８
６
年
に
施
行

さ
れ
た
労
働
者
派
遣
法
も
、
当
初
は
１

３
業
種
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
９

６
年
に
は
２
６
業
務
に
拡
大
さ
れ
、
１

９
９
９
年
に
は
原
則
自
由
化
と
な
っ
た
。

今
や
労
働
者
全
体
の
約
４
割
が
非
正
規

労
働
者
と
な
り
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
、
大
量
の
派
遣
切

り
が
「
年
越
し
派
遣
村
」
を
誕
生
さ
せ

た
▲
目
先
の
こ
と
に
騙
さ
れ
ず
、
労
働

者
派
遣
法
の
二
の
舞
を
許
さ
な
い
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
企
業
の
為

の
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
労
働
制
を
廃

案
に
し
よ
う
（耕
）

労働局前集会の様子

労働局要請の様子
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４
月
２
７
日
、
北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
と
韓
国
の
文
在
寅
大
統
領

に
よ
る
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
鮮
半
島
の
南
北
融
和
へ
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
歴
史
的
出
来
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
は
圧
力
一
辺

倒
の
政
策
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
圧
力
よ
り
対
話
が
世
界
の
流
れ
で
す
。

宿毛での行進の様子

南
北
融
和
へ
と
大
き
く
踏
み
出
す

　
分
断
さ
れ
て
い
た
南
北
の
リ
ー
ダ
ー
が

軍
事
境
界
線
を
越
え
、
互
い
の
国
で
握

手
を
交
わ
し
合
う
光
景
は
、
歴
史
的
瞬

間
と
言
え
る
も
の
で
し
た
。
共
同
宣
言

に
つ
い
て
も
、
「
完
全
な
非
核
化
を
通

じ
、
核
な
き
半
島
の
実
現
を
目
標
に
す

る
」
や
「
休
戦
協
定
を
平
和
協
定
に
転

換
す
る
」
な
ど
、
平
和
に
向
け
た
内
容

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
的
な
会
談

は
世
界
各
国
か
ら
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

南
北
融
和
に
水
を
差
す
日
本
の
姿
勢

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
世
界
の
動
き
に

水
を
差
し
て
い
る
の
が
日
本
政
府
で
す
。

「
圧
力
か
ら
対
話
」へと
舵
を
切
る
世
界

の
動
き
に
逆
行
し
、
圧
力
一
辺
倒
を
主

張
し
続
け
て
い
る
の
が
安
倍
首
相
で
す
。

菅
官
房
長
官
は
、
南
北
首
脳
会
談
合

意
に
つ
い
て「
対
話
の
た
め
の
対
話
で
あ
っ

て
は
意
味
が
な
い
」
と
い
う
批
判
的
な
コ

メ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

北
朝
鮮
の
危
険
性
を
煽
る
意
図

　
安
倍
首
相
と
日
本
政
府
の
対
応
の
背

景
に
は
、
憲
法
改
正
の
思
惑
が
隠
さ
れ

高
知
市
網
の
目
行
進

　
５
月
２
０
日
、
高
知
市
で
６
コ
ー
ス
に

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
・
平
和
行
進
の
と
り
く
み

分
か
れ
、
網
の
目
行
進
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
労
連
は
、
メ
イ
ン
コ
ー
ス
に
参
加

し
ま
し
た
。
県
国
公
か
ら
も
参
加
が
あ

り
、
全
体
で
１
５
名
で
行
進
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
途
中
で
た
ま
た
ま
通
り
が

か
っ
た
女
性
も
行
進
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
升
形
で
新
婦
人
コ
ー
ス
の
グ

ル
ー
プ
と
合
流
し
、
マ
イ
ク
宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。
高
知
大
や
旭
コ
ー
ス
の
グ
ル
ー

プ
も
合
流
し
、
１
０
０
名
近
い
人
数
で

電
車
通
り
を
行
進
し
ま
し
た
。

　
丸
の
内
緑
地
の
集
結
集
会
に
は
１
３
０

名
が
集
ま
り
、
各
組
織
か
ら
の
決
意
表

明
が
行
わ
れ
、
通
し
行
進
者
の
五
十
嵐

さ
ん
か
ら
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

徳
島
へ
引
き
継
ぎ

　
５
月
２
７
日
は
、
高
知
県
内
の
平
和

行
進
最
終
日
で
し
た
。
東
洋
町
甲
浦
を

行
進
し
、
県
境
で
徳
島
県
へ行
進
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。
引
継
ぎ
集
会
に
は
、

両
県
合
わ
せ
て
３
５
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

自
治
体
要
請
も
活
発
に

　
平
和
行
進
で
は
、
県
内
す
べ
て
の
自

治
体
への
要
請
も
行
わ
れ
、
自
治
体
が

行
う
平
和
行
政
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
平
和
行
政
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

複
数
の
首
長
か
ら
ペ
ナ
ン
ト
への
ご
協
力

対
話
で
平
和
外
交
を
切
り
開
く

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
」
を
進
め
よ
う

て
い
ま
す
。
北
朝
鮮
を
仮
想
敵
国
と

し
、
危
機
感
を
煽
る
こ
と
で
、
軍
事
力

の
強
化
と
憲
法
９
条
の
改
悪
を
進
め
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
論
調
も
、「
緊

迫
す
る
ア
ジ
ア
情
勢
の
中
で
、
自
衛
隊

民医連ピースランで平和を願う

電車通りを行進する様子

を
し
っ
か
り
と
位
置
付
け
て
、
国
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
」
と
い
う
も
の
で

す
。
安
倍
首
相
に
と
っ
て
、
多
数
の
議

席
を
握
り
憲
法
改
正
の
目
前
で
、
最
大

の
仮
想
敵
国
で
あ
る
北
朝
鮮
が
平
和
外

交
に
舵
を
切
る
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
な
の
で
す
。

世
界
は
国
連
憲
章
履
行
の
流
れ
に

　
国
連
憲
章
に
は
、
平
和
の
維
持
に
は

武
力
を
用
い
な
い
こ
と
が
原
則
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
お
り
、
そ
れ
を
具
現
化
し

た
の
が
憲
法
９
条
で
す
。
核
兵
器
禁
止

条
約
の
採
択
や
南
北
首
脳
会
議
、
米

朝
首
脳
会
議
も
国
連
憲
章
の
理
念
を
世

界
が
共
通
の
認
識
と
し
て
、
対
話
に
よ

る
平
和
を
模
索
し
始
め
た
証
拠
で
す
。

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
平
和
行
進
を
成

功
さ
せ
ま
し
た
。

民医連ピースラン

　
民
医
連
は
、
高
知
市
網
の
目
行
進

に
合
わ
せ
、
毎
年
ピ
ー
ス
ラ
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
新
入
職

員
３
名
を
含
む
１
１
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
高
知
生
協
病
院
を
出
発
し
、

全
長
２
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
参
加
者
が
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
ピ
ー
ス
ラ
ン

に
は
、
自
転
車
で
の
参
加
も
４
名
あ

り
、
に
ぎ
や
か
な
様
子
で
し
た
。
高

知
生
協
病
院
の
労
働
組
合
や
民
医

連
で
は
毎
年
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
へ青
年
を
積
極
的
に
参
加
さ
し
て
い

ま
す
。
平
和
の
取
り
組
み
を
通
じ
、

組
合
や
民
医
連
運
動
に
か
か
わ
る
組

合
員
や
職
員
が
育
っ
て
い
ま
す
。
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判決に抗議する様子

県
労
連
青
年
部
学
習
交
流
企
画

多
く
の
仲
間
を
世
界
大
会
へ
送
り
出
そ
う
！

世
界
で
初
め
て
原
子
爆
弾
が

　
１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
９
日

に
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
、
２
つ
の
街
が
一
瞬
に
し

て
、「
地
獄
」
に
突
き
落
と
さ
れ

ま
し
た
。
広
島
、
長
崎
で
は
そ

の
年
の
う
ち
に
約
２
１
万
人
も
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
原
爆
を
使
用
し
た
ア
メ
リ
カ

は
、
広
島
・
長
崎
への
原
爆
被
害

が
世
界
に
伝
わ
る
こ
と
を
恐
れ
、

厳
し
い
報
道
管
制
を
お
こ
な
い
、

実
態
は
日
本
国
民
に
も
、
ア
メ

リ
カ
国
民
や
世
界
の
人
び
と
に
も

知
ら
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

始
ま
り
は
ビ
キ
ニ
事
件

　
日
本
の
原
水
爆
禁
止
運
動
の

出
発
点
と
な
っ
た
の
は
ビ
キ
ニ
事

件
で
す
。
１
９
５
４
年
３
月
１
日

未
明
、
ア
メ
リ
カ
が
太
平
洋
ビ
キ

ニ
環
礁
で
水
爆
実
験
「
ブ
ラ

ボ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。
広
島
に

落
と
さ
れ
た
原
爆
の
１
０
０
０
倍

の
威
力
に
よ
り
出
た
「
死
の
灰
」

は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
島
民
や
周
辺

海
域
で
操
業
し
て
い
た
日
本
な
ど

の
マ
グ
ロ
漁
船
に
降
り
注
ぎ
ま
し

た
。

全
国
各
地
で
署
名
運
動

　
第
五
福
竜
丸
を
は
じ
め
、
実

験
で
の
被
害
が
広
く
知
ら
れ
る

原水爆禁止世界大会を成功させよう
と
、
そ
れ
への
抗
議
の
運
動
は
全
国

に
広
が
り
、
全
国
的
な
自
治
体
決

議
、
各
地
の
平
和
集
会
や
市
民
大

会
な
ど
多
彩
な
形
を
と
っ
て
発
展
し

ま
し
た
。
な
か
で
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
の
は
、
全
国
各
地
で
自

発
的
に
沸
き
起
こ
っ
た
署
名
運
動
で

す
。

大
き
な
運
動
体
が
誕
生

　
そ
の
広
が
り
の
中
で
、
８
月
８
日

に
は
、
各
地
の
署
名
を「
集
計
す
る
」

こ
と
、「
署
名
に
表
れ
た
日
本
国
民

の
創
意
を
内
外
に
伝
え
、
原
水
爆

禁
止
に
関
す
る
世
界
の
世
論
を
確

立
す
る
」こ
と
を
目
的
に
原
水
爆
禁

止
署
名
運
動
全
国
協
議
会
が
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。

世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
る

　
署
名
の
総
数
は
翌
１
９
５
５
年
８

月
６
日
、
広
島
で
開
か
れ
た
「
第
１

回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
」の
初
日

に
、
８
月
３
日
ま
で
の
集
約
３
１
５
８

万
３
１
２
３
筆
と
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
当
時
の
有
権
者
数
の
半

数
に
迫
る
数
で
し
た
。
こ
う
し
た
原

水
爆
禁
止
を
求
め
る
大
き
な
国
民
の

声
を
背
景
に
、
翌
５
６
年
に
は
、
長

崎
で
第
２
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
以
来
毎
年
、
世

界
の
人
々
と
連
帯
し
て
世
界
大
会
が

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
や
核

兵
器
廃
絶
は
世
界
の
大
き
な
流
れ
に

発
展
し
て
い
ま
す
。

平
和
を
入
り
口
に
大
き
く
成
長

　
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
への
参
加

を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
労
働
者
が

平
和
や
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
そ

れ
が
職
場
活
動
を
活
性
化
さ
せ
て
い

ま
す
。
組
合
活
動
の
担
い
手
育
成
の

場
と
し
て
も
、
各
組
織
で
参
加
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

原水爆禁止世界大会

【日程】８月４日(土)

　　　　　　　　～６日(月)

【場所】広島

【スケジュール】

８月４日 （土）

　高知城ﾎｰﾙ　⇒　広島ｸﾞﾘｰﾝｱﾘｰﾅ

　　　8:30　　　　　　　　13:30

８月５日 （日）

　各自分科会に参加

８月６日 （月）

　広島ｸﾞﾘｰﾝｱﾘｰﾅ　⇒　高知城ﾎｰﾙ

　　　　13:00　　　　　  　　18:00

【参加費】 　戦後７３年を迎えた今、国連で核兵器禁止条約の採択や朝鮮半島の南北融和な

ど、 平和に向けて動きが大きく進んでいます。 その一方で、 当時の体験を語れ

る方は少なくなっています。県労連青年部では、この歴史的な情勢を踏まえ、戦

争体験を聞くこととしました。興味のある方はぜひご参加ください。

バス代：１０，０００円（１人）

参加費：１８，０００円（１人）

宿泊費：実費（5,800 円～8,800円）

広島での世界大会の様子

広島での世界大会の様子



(4）２０１８年６月１０日　　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　 　　ＮＯ．２１０

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル
）締

め
切
り
は
７
月
６
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
０
９
号
の
答
え
は
「
リ
ョ
ク

チ
ャ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

大
谷　

美
代
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

吉
村　

知
久　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

左
脇　

美
枝　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①○○循環に陥

る 　 ③ 青 年 よ

――を抱け　⑤

思想――　⑦○

○より証拠　⑧○

○衣装屋で借り

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字

を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
九
州
の
○
○

九
重
国
立
公
園
　
②
陸
上
の
道
は

陸
路
。
空
は
　
③
腐
っ
て
も
○
○

　
④
淑
女
の
対
　
⑥
年
表
を
丸

―
―
す
る
　
⑧
親
睦
会
の
―
―
を

務
め
る
　
⑨
私
立
学
校
の
略
　
⑪

―
―
が
絡
ん
だ
工
事
汚
職
　
⑬
○

○
を
採
り
ま
す
、
賛
成
の
人
は
？

　
⑮
三
度
の
○
○
よ
り
碁
が
好
き

る　⑩首の長い

動物　⑫○○っ

ぷち　⑭区別。

――をつける　

⑯膝の――運

動をする

川
柳
コ
ー
ナ
ー

○今回なかなか単語が思い浮かばず、たどりつくまでに苦労し

ました。 日本語にするの難しいですね。 沢山川柳コーナーに

載る源朝光さんと高橋狸さんが、最近は私の小社会です。この

お二方が、 私の中では新聞の時事ネタです。 気になります。

自治労連 （Ｒ ・Ｍ）

〇今年メーデー参加したいと思います。 自治労連 （Ｈ・T）

○いつも見ています。 勉強になります。 自治労連 （Ｔ ・ Ｙ）

○梅雨入りし、庭のあじさいが色づいてきました。いろいろなあ

じさいがあり、 眺めていると、 落ち着いてくるような気がします。

自治労連 （Ｓ ・Ｍ）

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

沢
山
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ア
ベ
政
治
た
で
食
う
虫
だ
け
甘
い
汁

招
か
れ
ざ
る
人
が
日
本
間
に
座
る

毎
ニ
チ
ダ
　
イ
つ
も
テ
レ
ビ
は
　
ア
メ
フ
ト
部

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

民
む
し
ば
む
軽
す
ぎ
る
首
相
の
言

働くものの学習交流集会

○メーデーの記事を読み、若い頃メーデーに参加していた事を

思い出しました。 参加された方は、 ごくろうさまでしたね。 運動

として、これからもアピールをしていくことの大切さを再度感じまし

た。 県教組 （Ｍ ・ Ｏ）

in うどん県を開催

　
６
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
、
香
川

県
に
て
青
年
労
働
者
が
中
心
と
な
っ
た

「
働
く
も
の
の
学
習
交
流
集
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
四
国
全
体
か
ら
１
０

０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、

高
知
県
か
ら
は
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、「
い
っ
し
ょ
に
幸
せ
な
生
活

を
つ
か
み
と
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
将
来
へ

向
け
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
税
制
度

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

チ
ー
ム
対
抗
で
ド
ッ
チ
ビ
ー

を
行
い
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
次
回
は

愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

全体の集合写真

ドッチビーの様子

班に分かれディスカッションする様子

な
ぜ
こ
こ
で
　
ス
パ
イ
衛
星
　
ア
ベ
政
府


